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1 ごあいさつ

ご
あ
い
さ
つ

　

明
田
川
　
融

法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
（
以
下
、
研
究
所
な
ど
と
略
記
）
は
、
沖
縄
の
施
政
権
が
米
国
か
ら
日
本
に
返
還
さ
れ

た
一
九
七
二
年
の
一
〇
月
、
中
野
好
夫
氏
・
新
崎
盛
暉
氏
ら
が
運
営
し
て
き
た
沖
縄
資
料
セ
ン
タ
ー
か
ら
資
料
の
移
管

を
う
け
、
同
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
継
承
す
る
だ
け
で
な
く
、「
学
術
研
究
機
関
と
し
て
の
側
面
を
一
そ
う
強
化
す
る
」

こ
と
を
う
た
っ
て
開
所
さ
れ
ま
し
た
。
二
〇
二
二
年
は
、
研
究
所
創
立
五
〇
年
と
い
う
節
目
の
年
で
し
た
。（
開
所
に

い
た
る
経
緯
は
、
大
里
知
子
「
沖
縄
資
料
セ
ン
タ
ー
か
ら
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
へ
―
―
中
野
好
夫
・
新
崎
盛
暉

の
格
闘
と
そ
の
継
承
」『
沖
縄
文
化
研
究
』
47
所
収
に
詳
し
い
の
で
、
関
心
の
あ
る
方
は
同
稿
を
御
一
読
く
だ
さ
い
。）

研
究
所
で
は
、
創
立
五
〇
年
記
念
事
業
と
し
て
、
企
画
展
「
沖
縄
を
知
り
、
考
え
、
つ
な
が
る
」（
二
〇
二
二
年
五

月
一
三
日
～
同
八
月
二
六
日
）、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
い
ま
沖
縄
を
語
る
言
葉
は
ど
こ
に
あ
る
か
―
復
帰
50
年
目
の

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
た
ち
の
挑
戦
―
」（
二
〇
二
二
年
一
一
月
二
六
日
）
を
開
催
し
、
い
ず
れ
も
好
評
を
博
し
ま
し
た
。
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二
〇
二
三
年
三
月
に
は
『
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
蔵 

琉
球
関
係
史
料
目
録
』
も
刊
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。

こ
の
よ
う
な
事
業
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
の
も
、
半
世
紀
に
わ
た
る
研
究
所
ス
タ
ッ
フ
の
活
動
の
積
み
重
ね
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
す
。
そ
の
ス
タ
ッ
フ
す
べ
て
の
御
名
前
を
挙
げ
る
こ
と
は
か
な
い
ま
せ
ん
の
で
、
こ
こ
で
は
歴
代

所
長
の
御
名
前
を
挙
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
次
の
方
々
が
そ
の
職
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

氏　
　

名	

　
　
　
　
　
　

在　

任　

期　

間

中　

村　
　
　

哲	

（
一
九
七
二
年
一
〇
月
一
日
～
一
九
七
八
年
三
月
三
一
日
）

外　

間　

守　

善	

（
一
九
七
八
年
四
月
一
日
～
一
九
八
四
年
三
月
三
一
日
）

安　

岡　

昭　

男	
（
一
九
八
四
年
四
月
一
日
～
一
九
八
六
年
三
月
三
一
日
）

山　

本　

弘　

文	
（
一
九
八
六
年
四
月
一
日
～
一
九
八
七
年
四
月
三
〇
日
）

武　

者　

英　

二	

（
一
九
八
七
年
五
月
一
日
～
一
九
八
九
年
三
月
三
一
日
）

安　

岡　

昭　

男	

（
一
九
八
九
年
四
月
一
日
～
一
九
九
二
年
三
月
三
一
日
）

武　

者　

英　

二	

（
一
九
九
二
年
四
月
一
日
～
一
九
九
四
年
三
月
三
一
日
）

比　

嘉　
　
　

実	

（
一
九
九
四
年
四
月
一
日
～
一
九
九
六
年
一
〇
月
三
一
日
）

私
が
沖
縄
文
化
研
究
所
へ
初
め
て
足
を
踏
み
入
れ
た
の
は
、
比
嘉 

実
先
生
が
所
長
の
と
き
で
し
た
。
大
学
院
で
指

導
を
う
け
て
い
た
袖
井
林
二
郎
先
生
か
ら
、「
沖
文
研
で
沖
縄
占
領
に
関
す
る
研
究
会
が
あ
る
の
で
顔
を
出
し
て
み
ま

せ
ん
か
」
と
お
誘
い
い
た
だ
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
当
時
、
研
究
所
は
第
一
校
舎
と
い
う
建
物
の
な
か
に
あ
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り
、
比
嘉
先
生
が
袖
井
先
生
に
、「
ワ
ト
キ
ン
ス
文
書
を
購
入
し
ま
し
た
の
で
、
是
非
ご
覧
に
な
っ
て
下
さ
い
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

比
嘉
先
生
が
御
事
情
あ
っ
て
退
職
さ
れ
た
後
は
、
次
の
先
生
方
が
所
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

武　

者　

英　

二	

（
一
九
九
六
年
一
一
月
一
日
～
一
九
九
八
年
三
月
三
一
日
）

中　

俣　
　
　

均	

（
一
九
九
八
年
四
月
一
日
～
二
〇
〇
〇
年
三
月
三
一
日
）

安　

江　

孝　

司	

（
二
〇
〇
〇
年
四
月
一
日
～
二
〇
〇
六
年
三
月
三
一
日
）

飯　

田　

泰　

三	

（
二
〇
〇
六
年
四
月
一
日
～
二
〇
〇
八
年
三
月
三
一
日
）

屋　

嘉　

宗　

彦	
（
二
〇
〇
八
年
四
月
一
日
～
二
〇
一
五
年
三
月
三
一
日
）

中　

俣　
　
　

均	
（
二
〇
一
五
年
四
月
一
日
～
二
〇
二
一
年
三
月
三
一
日
）

研
究
所
創
立
五
〇
年
に
あ
た
り
、
本
誌
に
お
い
て
も
何
か
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
は
で
き
な
い
か
と
考
え
、
歴
代
所
長
の

皆
さ
ま
に
一
文
を
お
寄
せ
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。
す
で
に
鬼
籍
に
入
ら
れ
た
方
、
ま
た
、
連
絡
の
つ
か
な
く

な
っ
て
い
る
方
も
少
な
く
な
い
な
か
、
玉
稿
を
お
寄
せ
く
だ
さ
っ
た
中
俣 

均
、
飯
田
泰
三
、
屋
嘉
宗
彦
の
三
先
生

（
以
上
、
所
長
就
任
順
）
に
は
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

冒
頭
で
触
れ
ま
し
た
研
究
所
創
立
五
〇
周
年
記
念
事
業
は
や
り
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
今
後
数
年
に
わ

た
っ
て
、
現
在
は
資
料
の
一
部
が
目
録
化
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
O
P
A
C
登
録
情
報
と
ズ
レ
が
あ
り
照
会
し
に
く
く

な
っ
て
い
る
中
野
好
夫
資
料
の
目
録
化
、
こ
れ
ま
で
研
究
所
が
開
催
し
て
き
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
公
開
講
演
を
収
め
た
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貴
重
映
像
資
料
の
整
理
・
保
存
な
ど
創
立
五
〇
年
関
連
事
業
の
達
成
と
い
う
課
題
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
研
究

所
の
財
政
状
況
が
年
々
き
び
し
く
な
る
な
か
、
研
究
の
た
め
の
外
部
資
金
確
保
、
収
集
・
受
け
入
れ
の
進
ん
だ
貴
重
文

献
や
各
種
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
整
理
、
そ
れ
ら
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
、
定
期
刊
行
物
の
確
実
な
発

刊
、「
総
合
講
座　

沖
縄
を
考
え
る
」
や
公
開
講
座
の
実
施
、
退
任
さ
れ
る
な
ど
し
た
運
営
委
員
の
補
充
、
事
務
体
制

の
拡
充
等
々
、
研
究
所
が
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
、
創
立
五
〇
年
を
機
に
、「
沖
縄
を
中
心
と
す
る
南
島
の
文
化
と
言
語
の
総
合
的
研
究
の
た
め
に
、
中
央

と
現
地
を
結
び
、
ま
た
関
連
の
人
文
、
社
会
諸
科
学
の
研
究
セ
ン
タ
ー
」
た
ら
ん
と
い
う
初
志
に
た
ち
か
え
り
、
い
わ

ゆ
る
本
土
で
施
設
を
有
す
る
唯
一
の
研
究
所
と
し
て
活
動
を
続
け
て
い
く
所
存
で
す
。
運
営
委
員
、
所
員
、
研
究
員
、

沖
縄
研
究
者
の
皆
さ
ま
、
引
き
続
き
御
教
示
、
御
鞭
撻
、
御
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　

二
〇
二
三
年
一
月
一
二
日

（
沖
縄
文
化
研
究
所
所
長
）


